
コーヒーフィルターをセラミックスで作る

方針

展望

結果

背景 目的

方策Ⅰ:型を使って空隙を作る 方策Ⅱ:材料に添加して空隙を作る

・既製品のドリップ式のセラミックスフィルターの電子顕微鏡分析より、
①多孔質であり、空隙は0.1mm以下であった。
②主成分は、耐熱性・耐食性がある長石(Al及びSi)を多く含むカオリン系であった。

・そこで、製作するセラミックスフィルターは
① 液体と0.1mm程度の固体の分離能力が必要である。空隙は多孔質である。
② 耐熱性・耐食性に富んだカオリン系を多く含む半磁器土を用いる。成型しやすいように泥漿鋳込みで作成する。

・フィルターを貫通する0.1mm以下の微細な孔を持った
フィルターを作成する。
・これを作る為の鋳込み型は下右図のような模型を作り、
これに石膏を流し込んで固めた物を使う。

・フィルターに粒径が0.1mm以下のコーヒー滓(炭素)粉末
を混入させ、これを焼結する。炭素は気体となって抜け
出てフィルターは多孔質の構造を持つ。

・右図の様にサイフォンに於いては、水蒸気・お湯を用いてコーヒー豆から成分を抽出する。
この時、フィルターは滓と溶液とを分離する。

・セラミックスでコーヒーコーヒーフィル
ターを作る。
・作ったフィルターを市販のフィルターと
共に試験・評価して何故普及しないか考察
する。

・方策Ⅱを進め、混合するコーヒー滓粉末を増量して空孔率を増加させる。水を通すまでの限界量を探る。
・成功したフィルターにテストダストを用いた試験、濾過性能試験を実施する。成功例ができなくても、市販品のフィ
ルターの試験・評価を実施する。

・550K/hで2時間、そこから1100℃で2時間の条件で小型電気炉を用いて焼結を行った。
・方策Ⅰでは孔を基点に皹が入ったり、孔同士が繋がってしまった。また焼結の際の収縮が外縁部では特に著しく、孔
が消えてしまった。
・方策Ⅱでは粉々になるものもあったが多孔質の微細構造を持つフィルターができた。しかし、吸水量が少なくまだま
だカオリンが充填されているのか水を通すことはなかった。

方策Ⅱ方策Ⅰ

・セラミックスのフィルターはドリップでは
見かけるのにサイフォンでは見かけない。
・サイフォンは繰り返しフィルターを使うか
らセラミックスのものも需要があるのではな
いか。

石膏による鋳込み型
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